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組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
地

方
本
部
を
代
表
し
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
四
年
に
も
及
ぶ
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
は
、
昨
年

開
催
し
た
第
八
〇
回
定
期
全
国
大
会
に
お
い
て
、

最
終
的
に
闘
争
団
・
家
族
の
皆
さ
ん
の
苦
渋
の
選

択
、
決
断
の
中
で
闘
争
の
終
結
を
組
織
と
し
て
確

認
し
ま
し
た
。
こ
の
長
い
歳
月
は
、
取
り
戻
す
こ

と
の
で
き
な
い
大
き
な
痛
手
を
残
し
ま
し
が
、
闘

争
団
員
・
家
族
は
、
最
後
ま
で
国
労
と
し
て
歩
み

続
け
た
誇
り
を
胸
に
刻
み
な
が
ら
、
前
途
を
見
据

え
、
人
生
の
再
出
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
改
め
て
闘
争
団
員
や
家
族
の
こ
う
し
た
思
い

や
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
さ
ら
な
る

運
動
の
前
進
に
向
け
、
奮
闘
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

は
じ
め
に
、
組

織
強
化
・
拡
大
の

取
り
組
み
で
す
。

地
方
本
部
は
、
昨

年
の
地
方
大
会
ま

で
九
名
の
仲
間
を

国
労
へ
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成

採
用
者
か
ら
エ
ル
ダ
ー
社
員
、さ
ら
に
は
、グ
リ
ー

ン
ス
タ
ッ
フ
社
員
に
至
る
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
、

雇
用
形
態
の
仲
間
が
復
帰
・
加
入
を
決
意
し
て
い

ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
神
奈
川
地
区
本
部
に
お
い
て
新
規

採
用
者
が
加
入
し
た
こ
と
は
、
多
く
の
仲
間
に

勇
気
を
与
え
、
自
信
を
持
っ
た
呼
び
か
け
と
日
常

的
な
人
間
関
係
が
結
果
に
結
び
つ
い
て
き
た
こ
と

を
教
訓
化
し
、
新
橋
支
部
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
社
員
の
加
入
は
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
の

労
働
条
件
改
善
を
私
た
ち
国
労
に
期
待
す
る
こ
と

の
現
れ
で
あ
り
、
取
り
組
み
の
正
し
さ
を
実
証
す

る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　

苦
悩
し
な
が
ら
も
、
私
た
ち
国
労
が
職
場
の
中

心
に
座
り
、
仲
間
の
信
頼
を
得
る
こ
と
。
職
場
の

中
の
小
さ
な
声
に
も
耳
を
傾
け
る
世
話
役
活
動
や

職
場
の
問
題
点
を
改
善
す
る
取
り
組
み
な
ど
、
分

会
運
動
を
活
性
化
さ
せ
、
組
織
的
な
対
応
で
大
胆

に
加
入
を
呼
び
か
け
、
す
べ
て
の
職
場
か
ら
組
織

拡
大
に
向
け
た
運
動
の
前
進
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
と
職
場
労
働

条
件
改
善
の
取
り
組
み
で
す
。

　

安
全
・
安
定
輸
送
と
企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
確
立
は
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
信
頼
を

回
復
す
る
た
め
に
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
の

推
進
、
地
域
と
の
共
生
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
会
社
に
は
惜

し
み
な
い
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、「
安
全
が
最
優
先
さ
れ
る
」
企
業

文
化
の
定
着
と
合
わ
せ
、
安
全
を
確
保
し
て
い
く

上
で
労
働
組
合
の
役
割
と
任
務
が
極
め
て
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
職
場
で
は
、
相
次
ぐ
事
故

や
ト
ラ
ブ
ル
に
起
因
し
た
輸
送
障
害
が
発
生
し
、

ま
た
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
な
ど
で
は
労
災
事
故
で
生

命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
「
安
全
の
先
に
あ
る
安
心
」

と
程
遠
い
現
実
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景

は
、
相
次
ぐ
効
率
化
・
外
注
化
、
労
働
条
件
の
劣

悪
化
と
大
量
退
職
に
と
も
な
う
技
術
断
層
の
結
果

だ
と
い
え
ま
す
。
安
全
に
働
け
る
職
場
づ
く
り
を

構
築
す
る
こ
と
と
合
わ
せ
、
安
全
・
安
定
輸
送
へ

の
信
頼
回
復
に
向
け
た
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
強

化
す
る
た
め
に
も
、「
安
全
・
仕
事
総
点
検
運
動
」

を
軸
に
し
た
職
場
か
ら
の
取
り
組
み
に
全
力
を
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
契
約
社
員
の
雇
い
止
め
問
題
は
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
企
業
で
非
正
規
雇
用
労
働
者
が
導
入
さ

れ
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
に
お
い
て
も
東
京
地
本
管

内
四
支
社
で
駅
社
員
の
二
〇
％
に
せ
ま
っ
て
き
て

お
り
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
現
制
度
で
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
を

習
得
し
て
も
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
雇
い
止
め

が
発
生
す
る
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
、
社
員
化
を
基
本
に
雇
用
と
待
遇
改
善
を
今
ま

で
以
上
に
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
反
原
発
を
は
じ
め
と
す
る
平
和
と
民
主

主
義
を
守
る
取
り
組
み
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
か
ら
ま
も
な
く
一
年
を
迎
え
ま
す
が
、
事

故
の
実
態
も
収
束
も
い
ま
だ
に
目
途
が
た
た
な
い

な
ど
よ
り
深
刻
度
を
増
し
て
い
ま
す
。
一
日
も
早

い
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
支
援
と
被
災
者
に
対
す

る
補
償
問
題
、
社
会
保
障
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
の
回
復
、
鉄
道
・
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
復
興
と

都
市
計
画
の
具
体
化
な
ど
、
公
共
交
通
の
活
性
化

や
地
域
再
生
と
合
わ
せ
た
取
り
組
み
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
原
発
に
依
存
す
る
社
会
か
ら
、

再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
め
ざ

し
、
広
範
な
仲
間
と
と
も
に
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み

の
構
築
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
一
二
春
闘
は
東
日
本
大
震
災
被
災

地
及
び
被
災
者
の

本
格
的
復
興
と
生

活
再
建
を
求
め
る

闘
い
を
軸
に
、
原

発
依
存
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
見
直

し
、
内
部
留
保
を

労
働
者
・
国
民
に
還
元
し
、
内
需
拡
大
へ
の
政
策

転
換
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
的
改
正
に
よ
る
雇

用
の
安
定
と
賃
金
の
底
上
げ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題

や
消
費
税
増
税
反
対
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医

療
・
年
金
等
社
会
保
障
制
度
の
改
正
・
拡
充
、
反

核
・
反
原
発
・
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘
い
な

ど
国
民
的
課
題
と
結
合
し
た
取
り
組
み
に
な
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。

　

地
方
本
部
と
し
て
も
、
職
場
か
ら
の
春
闘
再
生

と
地
域
春
闘
の
さ
ら
な
る
強
化
に
向
け
、
全
力
を

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
面
す
る
諸
課
題
の
実
現
に
向
け
、
組
合
員
・

家
族
の
皆
さ
ん
の
先
頭
に
立
つ
決
意
を
申
し
上

げ
、
二
〇
一
二
年
新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。
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国
労
自
動
車
支
部
は
十
二
月
八
日
十
一
時
よ

り
、
地
本
大
会
議
室
に
お
い
て
第
六
八
回
自
動
車

支
部
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

　

生
方
副
委
員
長
の
開
会
の
挨
拶
・
大
会
成
立
宣

言
（
構
成
員
・
傍
聴
を
含
め
組
織
人
員
の
四
分
の

三
の
組
合
員
が
参
加
）
が
あ
り
、
続
い
て
議
長
に

小
諸
分
会
か
ら
柳
沢
秀
樹
委
員
が
選
出
さ
れ
た
。

　

丸
山
執
行
委
員
長
挨
拶
で
は
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問

題
の
採
用
を
求
め
る
闘
い
の
経
過
報
告
、
東
日

本
大
震
災
で
東
北
自
動
車
の
組
合
員
が
避
難
生
活

を
お
く
っ
て
い
る
。
バ
ス
会
社
の
現
状
と
働
く
労

働
者
の
現
状
報
告
と
し
て
、
組
織
拡
大
は
支
部
に

と
っ
て
緊
急
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
組
織
拡
大

を
今
大
会
の
最
重
要
課
題
と
し
て
今
大
会
を
開
催

し
て
い
き
た
い
。」
と
今
大
会
の
成
功
に
向
け
た

報
告
と
提
起
が
行
わ
れ
た
。

　

来
賓
と
し
て
東
京
地
本
松
川
書
記
長
か
ら

「
二
四
年
間
の
闘
い
を
総
括
し
、
新
た
な
闘
い
を

作
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
組
織
拡

大
は
重
要
課
題
で
あ
る
。
拡
大
の
意
義
を
と
ら
え

て
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
賃
金

制
度
に
つ
い
て
交
渉
が
再
開
さ
れ
た
。
改
善
交
渉

を
続
け
て
い
き
た
い
。
春
闘
の
取
り
組
み
に
つ
い

　

国
労
大
井
工
場
支
部
車
体
科
分
会
は
、
東
京

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
車
体
科
の
現
職
社
員
一
五
名

（
専
従
休
職
一
名
含
む
）
及
び
エ
ル
ダ
ー
社
員
六

名
で
組
織
し
て
い
ま
す
。
車
両
修
繕
の
た
め
入
場

し
て
き
た
車
両
を
車
体
と
台
車
に
分
離
す
る
作
業

か
ら
、
車
体
修
繕
場
に
搬
送
す
る
作
業
、
車
体
の

神
経
（
配
線
）
や
動
脈
（
配
管
）
部
分
の
修
繕
、

室
内
艤
装
・
運
転
室
内
の
機
器
類
修
繕
な
ど
、
車

体
に
関
す
る
全
般
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
新
規
採
用

者
も
多
く
配
属
さ
れ
、
ベ
テ
ラ
ン
作
業
者
の
多
い

国
労
組
合
員
は
、
若
い
社
員
た
ち
に
技
術
継
承
し

て
い
ま
す
。

　

分
会
活
動
は
、
本
部
役
員
を
含
め
、
多
く
の
活

動
家
を
擁
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
現
役
の
分

会
三
役
が
順
番
に
配
転
さ
せ
ら
れ
た
り
、
支
部
三

役
を
担
う
仲
間
が
セ
ン
タ
ー
内
の
異
動
で
分
会
を

離
れ
た
り
、
と
苦
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
昨
年
に
は
他
労
組
か
ら
の
国
労
復
帰
も
あ

り
、
組
織
拡
大
に
向
け
て
力
を
集
中
し
て
い
こ
う

と
い
う
機
運
も
た
か
ま
っ
て
い
ま
す
。（
復
帰
し

た
仲
間
は
は
る
ば
る
岡
山
の
仲
間
か
ら
の
檄
布
な

ど
も
い
た
だ
き
、
本
当
に
恐
縮
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
の
仲
間
の
皆
さ
ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。）

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
セ
ン
タ
ー
内
に
大
き
な

被
害
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
め
て
自
分
た
ち

が
働
く
職
場
は
安
全
な
の
か
、
不
安
全
作
業
は
な

い
か
、
し
っ
か
り
点
検
す
る
事
が
大
切
で
あ
る
と

痛
感
し
ま
し
た
。
分
会
組
合
員
の
一
丸
と
な
っ
た

力
で
、
今
後
も
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

て
」
な
ど
の
報
告
と
今
後
の
闘
い
に
つ
い
て
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
。

　

国
労
闘
争
団
の
寺
内
東
京
闘
争
団
副
団
長
か
ら

は
「
現
状
報
告
と
こ
れ
ま
で
の
闘
い
の
お
礼
」
を

含
め
た
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

経
過
・
決
算
報
告
に
続
き
唐
澤
書
記
長
か
ら
運

動
方
針
案
が
提
起
さ
れ
、
代
議
員
か
ら
職
場
の
現

状
や
労
働
条
件
な
ど
報
告
、問
題
点
を
含
ん
で「
重

大
事
故
が
発
生
し
て
い
る
が
安
全
と
再
発
防
止

の
取
り
組
み
強
化
」「
助
勤
と
い
う
形
を
と
っ
た

一
一
日
間
連
続
勤
務
に
改
善
」「
組
合
員
の
高
齢

化
と
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
」
な
ど
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
、
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。　

　

唐
澤
書
記
長
か
ら
集
約
が
行
わ
れ
、「
各
職
場

か
ら
労
働
条
件
の
改
善
の
要
求
・
闘
い
を
作
り
上

げ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」「
我
々
の
要
求
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
組
織
拡
大
も
急
務
な
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」「
昇
進
試
験
に
和
解
後
初
め
て
の
合
格
者
が

で
た
、
全
組
合
員
で
差
別
を
無
く
す
た
め
に
も
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
」
等
、
集
約
さ
れ
運
動
方

針
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

支
部
執
行
部
体
制
は
昨
年
同
様
、
丸
山
執
行
委

員
長
の
も
と
、
生
方
副
執
行
委
員
長
・
唐
澤
書
記

長
・
渡
、
丸
山
（
純
）、
唐
澤
（
恒
）、
石
井
の
各

　

中
央
支
部
は
一
一
月
一
九
日
に
、
第
二
五
回
定

期
大
会
を
新
宿
ビ
ル
に
お
い
て
開
催
し
た
。

大
会
議
長
に
は
山
田
代
議
員
（
東
工
所
）
を
選
出

し
、
波
能
委
員
長
か
ら
は
①
不
採
用
問
題
は
②
三

･

一
一
震
災
・
原
発
問
題
③
野
田
政
権
の
危
な
さ

④
Ｊ
Ａ
Ｌ
問
題
⑤
Ｊ
Ｒ
内
の
職
場
問
題
（
事
故
・

Ｇ
Ｓ
・
エ
ル
ダ
ー
・
千
葉
レ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
支

部
移
管
・
組
織
拡
大
な
ど
）
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、

来
賓
（
社
民
党
・
共
産
党
・
新
社
党
・
西
部
全
労

協
・
区
労
連
・
Ｊ
Ａ
Ｌ
共
闘
・
東
京
闘
争
団
・
旭

川
闘
争
団
）
と
上
部
機
関
の
稲
荷
地
本
副
委
員
長

の
激
励
・
情
勢
報
告
の
挨
拶
が
さ
れ
た
。

　

代
議
員
一
〇
名
か
ら
発
言
が
あ
り
、
職
場
の
労

執
行
委
員
が
承
認
さ
れ
、
最
後
に
丸
山
委
員
長
の

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
閉
会
し
た
。

自
動
車
支
部

本橋議長・関事務局長へ感謝状

働
条
件
の
切
下
げ
や
昇
進
昇
格
試
験
の
差
別
、
震

災･

大
雨
時
の
派
遣
、
エ
ル
ダ
ー
の
運
用
・
職
場

の
実
態
と
問
題
点
、
支
部
雇
用
の
書
記
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

な
ど
職
場
実
態
や
幅
広
い
活
動
・
状
況
や
頑
張
り

が
報
告
さ
れ
た
。

　

書
記
長
集
約
後
、
役
員
改
選
、
ス
ト
権
一
票
投
票

が
行
な
わ
れ
、団
結
頑
張
ろ
う
で
大
会
が
終
了
し
た
。

中

央

支

部
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